
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
計
画
出
産
と
い
う
概
念
は
あ
っ
た
。
計
画

出
産
は
自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
村
の
存
続
の
た

め
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
第
一
に
、
人
口
を
適
正
な
規
模

に
押
し
止
め
る
た
め
の
工
夫
、
第
二
に
、
望
ま
な
い
季
節
に
お
け
る
出

産
を
回
避
す
る
た
め
の
工
夫
、
第
三
に
、
優
秀
児
を
得
る
た
め
の
工
夫
、

に
お
い
て
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
出
産
調
整
と
い
え
ば
、
と
か
く

堕
胎
・
間
引
き
の
行
為
が
前
面
に
出
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ

に
至
る
以
前
の
段
階
に
お
い
て
受
胎
調
節
や
出
産
回
避
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
（
手
段
）
が
、
古
代
以
来
、
試
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
工
夫
と
は
ま
ず
、
性
交
に
か
か
わ
る
禁
忌
や
禁
欲
に
も
と
づ
く

性
交
回
避
に
は
じ
ま
っ
て
、
道
教
の
養
生
法
に
由
来
す
る
性
交
中
断
、

避
妊
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
長
期
の
授
乳
行
為
、
避
妊
薬
あ
る
い
は
堕

胎
薬
（
通
経
薬
）
の
使
用
、
性
欲
減
退
薬
（
不
発
薬
）
の
服
用
、
避
妊
具

の
使
用
な
ど
が
あ
り
、
前
近
代
社
会
に
お
い
て
も
計
画
出
産
を
可
能
に

さ
せ
る
手
立
て
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
受
胎
調
節
に
も
と
づ
く
計
画
出
産
と
い
う
概
念
の
存
在
を

裏
付
け
る
た
め
に
、
統
計
的
な
処
理
が
可
能
な
幕
末
か
ら
現
代
に
至
る

時
期
の
月
別
出
生
率
を
と
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
数
値
に
つ
い

て
は
省
略
す
る
が
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。
す
な
わ

前
近
代
の
受
胎
調
節
を
め
ぐ
っ
て

新

村

拓

昨
年
の
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
再
検
討
」
に
引
き
つ
づ
き
、
『
東
京
大
病

院
の
日
記
」
等
を
読
む
う
ち
に
、
明
治
維
新
時
の
一
時
期
に
、
鎮
将
府

と
い
う
機
関
が
東
京
大
病
院
と
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

最
近
、
「
鎮
将
府
日
誌
』
二
十
四
巻
と
「
明
治
官
令
医
範
」
を
入
手
し

た
の
で
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
研
究
を
す
す
め
て
い
る
。

「
鎮
将
府
日
誌
」
は
、
十
四
×
二
十
一
セ
ン
チ
、
一
巻
が
美
濃
紙
十
五

枚
ほ
ど
で
、
二
巻
を
一
冊
と
し
た
木
版
刷
り
の
和
綴
本
で
、
全
二
十
四

巻
十
二
冊
と
な
っ
て
い
る
。
記
事
は
慶
応
四
年
七
月
一
一
十
七
日
か
ら
十

月
八
日
ま
で
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

ち
、
近
代
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
社
会
で
は
、
出
生
の
山
は
冬
場
に
あ
り
、

夏
場
は
低
出
産
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
現
代
に
入
る
と
、
夏
に
も

出
生
の
低
い
山
が
生
ま
れ
、
や
が
て
冬
の
山
は
消
え
る
。
そ
し
て
、
総

体
と
し
て
出
生
の
季
節
的
な
変
動
は
縮
小
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
か
っ
て
は
農
閑
期
に
出
産
を

合
わ
せ
る
と
い
う
農
事
暦
を
念
頭
に
お
い
た
受
胎
調
節
が
な
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
現
代
の
そ
れ
は
無
季
節
性
の
会
社
暦
に
変
わ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
時
代
に
お
い
て
も
出
産
の
月
を
意
図
的
に

操
作
す
る
受
胎
調
節
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
平
成
七
年
九
月
例
会
）

「
鎮
将
府
日
誌
」
に
つ
い
て

（
そ
の
一
・
序
説
）
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第
一
巻
は
重
要
通
達
事
項
の
み
で
、
巻
末
に
「
鎮
台
日
誌
』
の
訂
正

文
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
『
鎮
将
府
日
誌
」
の
も
つ
性
格
の
一
面
を
示
し

て
い
る
。
第
二
巻
以
降
は
、
維
新
戦
争
第
二
期
の
東
北
地
方
で
の
戦
闘

記
録
が
、
王
体
で
あ
る
。

慶
応
四
年
七
月
十
七
日
、
江
戸
を
東
京
と
改
称
す
る
詔
勅
が
出
、
こ

れ
に
伴
っ
て
有
栖
川
大
総
督
府
宮
が
鎮
台
を
免
ぜ
ら
れ
、
三
条
実
美
右

大
臣
を
鎮
将
と
な
し
た
。
新
政
府
は
政
務
総
裁
た
る
鎮
将
を
新
設
し
た

東
京
府
に
在
勤
せ
し
め
、
駿
河
以
東
十
三
ヶ
国
を
支
配
せ
し
め
た
。

東
京
大
病
院
は
、
こ
の
年
の
七
月
二
十
日
に
医
学
所
に
併
合
さ
れ
、

所
属
が
鎮
台
か
ら
東
京
府
に
変
り
、
さ
ら
に
九
月
十
三
日
よ
り
鎮
将
府

に
変
更
さ
れ
た
。
そ
し
て
十
月
十
九
日
か
ら
再
び
東
京
府
に
移
っ
て
い

プ
（
》
Ｏ

「
鎮
将
府
日
誌
』
に
は
、
細
部
に
及
ぶ
人
事
の
記
録
は
な
い
が
、
三
職

七
科
制
を
ふ
ま
え
た
組
織
と
考
え
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
記
事
と
し
て

は
、
誰
が
、
何
時
、
何
処
で
負
傷
し
、
浅
手
か
深
手
か
ま
で
を
記
入
し

て
あ
り
、
そ
の
戦
傷
兵
が
「
横
浜
軍
陣
病
院
」
に
ど
れ
だ
け
辿
り
つ
け

た
か
は
今
後
の
大
き
な
調
査
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

一
例
を
示
す
と
、
七
月
十
三
日
の
磐
城
平
城
の
攻
防
戦
で
、
負
傷
し

た
薩
摩
藩
の
財
部
与
八
（
浅
手
）
、
同
小
隊
長
の
樺
山
十
兵
衛
（
深
手
）
は
、

共
に
小
名
浜
を
経
て
同
月
二
十
七
日
に
「
横
浜
軍
陣
病
院
」
の
太
田
陣

屋
に
入
院
し
、
与
八
は
八
月
二
十
八
日
、
十
兵
衛
は
八
月
二
十
四
日
に

死
亡
し
て
い
る
。

ま
た
、
興
味
を
ひ
く
点
と
し
て
は
、
京
都
の
太
政
官
代
に
の
み
死
傷

者
報
告
を
し
た
藩
、
東
京
の
鎮
将
府
の
み
に
報
告
し
た
藩
、
両
方
へ
時

期
を
分
け
て
報
告
し
て
い
る
藩
に
大
別
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
混
乱
を
生
じ
た
原
因
や
、
東
京
大
病
院
の
所
属
の
変
遷

が
、
維
新
政
権
内
部
で
の
政
治
的
綱
引
き
や
天
皇
東
遷
が
か
ら
み
合
う

（
土
佐
藩
・
福
岡
孝
弟
の
証
言
他
）
も
の
と
考
え
ら
れ
、
重
要
な
課
題
と
し

て
さ
ら
に
研
究
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
平
成
七
年
九
月
例
会
）

中
国
古
代
医
学
に
は
陰
陽
、
五
行
、
三
才
と
い
う
三
つ
の
枠
組
み
概

念
が
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
枠
組
み
の
中
に
医
学
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
故
に
中
国
古
代
医
学
の
究
明
に
は
こ
れ
ら
の

概
念
の
検
討
は
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

陰
陽
の
語
源
的
定
義

陰
は
、
阜
（
お
か
）
＋
云
（
く
も
）
＋
今
（
含
、
閉
じ
籠
も
る
）
よ
り
成
る

文
字
で
、
日
の
当
た
ら
な
い
蔭
地
を
意
味
す
る
。
湿
気
が
籠
も
っ
て
欝

と
お
し
く
冷
た
い
。
陽
は
、
阜
十
易
（
日
が
昇
る
）
よ
り
成
る
文
字
で
、

日
の
当
た
る
丘
を
意
味
す
る
。
明
る
く
温
か
い
。
即
ち
陰
陽
は
、
語
源

的
に
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
上
に
於
け
る
存
在
様
式
を
示
す
言
葉

で
あ
る
。
陽
は
明
る
く
、
温
か
く
、
乾
い
て
、
活
動
的
な
性
質
を
持
つ
。

陰
は
暗
く
、
冷
た
く
、
湿
っ
た
、
安
静
的
と
い
う
性
質
を
持
つ
。

陰
陽
ｌ
中
国
古
代
医
学
の
枠
組
み
概
念
其
の
－
１

家
本
誠
一
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